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2 三角形ABCがあり，点 Pは，3
¡!
PB+ 4

¡!
PC = 2

¡!
PAを満たしている．

(1) ベクトル
¡!
APは

¡!
AP =

ア

イ

¡!
AB+

ウ

エ

¡!
AC

であり，線分 BCと線分APとの交点をDとすると，
¡!
AP =

オ

カ

¡!
ADである．

(2) 三角形ABDの面積を S1，三角形 CPDの面積を S2とすると，
S2
S1
=

キ

クケ
である．

(3) 三角形ABCにおいて，ADがÎBACの二等分線で，ÎBAC = 60±とすると

j
¡!
ACj =

コ

サ
j
¡!
ABj

であり

j
¡!
APj =

シ
C

ス

セ
j
¡!
ABj

となる．


